
0

刈 　谷での常設展示Ｐ

7

Ｒの実施
・刈谷駅南北

2

連絡通路及び観 　谷での常設展示ＰＲの実施 　谷での常設展示ＰＲの実施 ・刈谷駅南北連絡通路及び観
  光案内所等でのＰＲの実施 ・刈谷駅南北連絡通路及び観 ・刈谷駅南北連絡通路及び観 　光案内所等でのＰＲの実施
・観戦動員の実施　 5試合 　光案内所等でのＰＲの実施 　光案内所等でのＰＲの実施 ・観戦動員の実施

・観戦動員の実施　 6試合 ・観戦動員の実施　 8試合
　国内最高レベルの試合を間近で観戦できる機会があることを多くの市民に周知することや、トップアスリートによるス

成果
ポーツ教室、中学校部活動部員等のホームゲームへの招待等を通して「する・みる・ささえる」というスポーツの多面性

の中で、一市民一スポーツの推進を図ることができた。また、特に教室参加者からは、意欲的な意見が多く寄せられるな

ど、競技意欲の向上が図られ、ジュニア世代の育成に一定の成果を得ることができた。

・パートナー制度の趣旨や目的に対する各チームや母体企業の理解の深化

・事業を推進するにあたっての、各チームを始めとする関係各所との連携の一層の強化
課題

・パートナーチームに所属しない個人競技者への支援のあり方についての検討

指標名称（単位）
実績値 目標値

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３年度

活動 刈谷キラキラ教室実施回数（回） 2 3 2 3 3
指標
活動
指標

　トップレベルの多くの競技に身近で触れ合うことが出来る、全国的にもあま

Ｄ

り類を見ない本市のス

　

ポーツ
他市との 環境は

　

、スポーツ振興を図る

　

上で、本市の大きな強

Ｏ

みとなっている。
比較

　

検証

　
∧
　
　
実
　
　
施

Ｃ
　
事
　
業
　
コ

　

　
ス
　
ト

単位：千円
２　 ８年度 ２９年度 ３０年

∨
度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 366 1,056 424 856 合計 424,477 円
報償費 24,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 375,421 円
負担金、補助及び

一般財源 366 1,056 424 856 交付金 25,056 円

職員人件費　② 3,126 3,102 3,472 4,257

総事業費（①＋②） 3,492 4,158 3,896 5,113

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

１

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 教育文

（

化

基本施策 スポーツ
施

平

策体系
施策の内容 スポ

成

ーツ活動プログラムの

３

充実

目
　
　
　
的

　全国

０

や世界で活躍するスポ

年

ーツチームの情

主
た
る

度

内
容

○ホームタウンパ

評

ートナー連絡会の開催

価

（年3
報等を市民に周

）

知することで、地域に

刈

親しま 　回）
れるチー

谷

ム作りに寄与するとと

市

もに、「みる ○刈谷キ

事

ラキラ教室の開催
スポ

務

ーツ」の促進を図り、

事

本市のさらなるス ○ホ

業

ームタウンパートナー

評

チーム啓発用リー
ポー

価

ツの活性化に寄与する

シ

。 　フレット等の作成

ー

○ウィングアリーナ（

ト

ＷＡ）刈谷等での啓発

（

　活動の実施

位
置
づ
け

様

関連計画 第2次・第3

式

次刈谷市スポーツマス

１

タープラン

根拠法令

対

）

象者 市民、ホームタウ

会

ンパートナーチーム 事

計

業期間 平成２７年度 ～

名

実施方法 ■直営　□委

担

託　□指定管理　□補

当

助・助成　□その他

部 教育部

一般会計
ホ

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

ー

２８年度実績 ２９年度

ム

実績 ３０年度実績 ３１

タ

年度計画

・パートナー

ウ

数　12チーム ・パー

ン

トナー数　12チーム

パ

・パートナー数　12

ー

チーム ・パートナー数

ト

　13チーム
・連絡会

ナ

の開催　 　　3回 ・

ー

連絡会の開催　　　 

事

3回 ・連絡会の開催　

業

　　 3回 ・連絡会の

担

開催　　　 3回
・リ

当

ーフレット・うちわ作

課

成 ・リーフレットやう

ス

ちわ、横 ・リーフレッ

ポ

トやうちわの作 ・啓発

ー

物品の作成
・市民だよ

ツ

り等でのＰＲ実施 　断

課

幕等の作成 　成 ・市民

款

だより等でのＰＲ実施

項

・ＷＡ刈谷及びオアシ

目

ス館刈 ・市民だより等

担

でのＰＲ実施 ・市民だ

当

より等でのＰＲ実施 ・

係

ＷＡ刈谷及びオアシス

普

館刈
　谷での常設展示

及

ＰＲの実施 ・ＷＡ刈谷

係

及びオアシス館刈 ・Ｗ

1

Ａ刈谷及びオアシス館



7

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ

2

 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　様々な競

平

技で、日本トップレベ

成

ルのチームやアスリー

３

ト
・法的業務

高い
が市

１

内に数多く存在してい

年

るという、全国でも類

度

まれな恵
必要性 ・市民

（

ニーズ、社会需要 まれ

平

たスポーツ環境、すな

成

わち、本市の強みや特

３

性を活用
・市民生活上

０

必要である　など した

年

事業であり、地域のス

度

ポーツ振興や活性化、

評

本市の魅
力発信のため

価

に非常に有益な事業で

）

ある。
　事業の実施に

刈

あたっては、パートナ

谷

ーチームの理解の下,

市

・コストの節減、費用

事

対効果
高い

グッズや観

務

戦機会の提供、地域貢

事

献活動としての本市事

業

業
効率性 ・執行体制の

評

効率性 への積極的な協

価

力などをいただいてお

シ

り、市民協働による
・

ー

手段の最適性　など 取

ト

組みの推進として、事

（

業の実施に係る効率や

様

妥当性、費
用対効果は

式

高いと思われる。
　住

２

みよいまちづくりや市

）

の魅力発信のために、

会

市が市の
・市が主体と

計

なって実施する
高い

強

名

みや特性を活用した事

担

業を主体的に実施する

当

ことは、必
妥当性 　べ

部

き事業であるか 要かつ

教

不可欠なことであると

育

思われる。
・総合計画

部

との整合性　など

　第

一

2次刈谷市スポーツマ

般

スタープランの重点施

会

策として推

施策への ・

計

施策への貢献度
高い

進

ホ

を図っており、「する

ー

、みる、ささえる」ス

ム

ポーツを通
・目標達成

タ

度 じた魅力あるまちづ

ウ

くりに貢献している。

ン

貢献度 ・市民サービス

パ

への効果　など

今後の

ー

方向性 ■拡充　□現状

ト

維持　□改善・効率化

ナ

　□縮小　□終期設定

ー

　□休止・廃止

　第3

事

次刈谷市スポーツマス

業

タープランでは、基本

担

施策のスポーツを通じ

当

たまちづくりに位置付

課

けられ、恵まれたスポ

ス

ーツ環境を有する本市

ポ

だからこそ実施できる

ー

特色のある事業である

ツ

。本事業は、地域のス

課

ポーツ振興や活性化、

款

本市
の魅力向上・発信

項

のために非常に有益と

目

なっていると思われる

担

ので、今後についても

当

、各パートナーチーム

係

との連携
の強化等を図

普

り、事業の一層の充実

及

を目指していく。

係

10



0

施 ・競技団体等への訪

7

問等によ   等の実施

2

・東京オリンピック出場予定
　る招致に関する調査、ＰＲ ・東京オリンピック出場予定 　国事前キャンプ招致に向け
　等の実施 　国事前キャンプ団体へのプ 　た調整及び準備の実施

　レゼンテーションの実施
　フットサルプレシーズンマッチを招致し、ハイレベルな競技に触れ合う機会を多くの市民に提供することができた。ま

成果
た、本市の大会運営能力の高さを国内外の関係者にアピールすることができた。

　さらなる国際大会等の開催等を目指し、日本協会等関係団体との情報交換や本市の取組みの提案、東京オリンピック競

技大会出場国キャンプ地誘致に係る誘致目標国競技団体関係者等の視察者受入を実施することができた。

・東京オリンピック出場国事前キャンプ地誘致に係る誘致目標国競技団体関係者等に向けた直接的な招致ＰＲ活動と事前

キャンプ地誘致に向けた覚書の締結
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３年度

活動 国際スポーツ大会等誘致推進委員会開催回数（回） 2 2 1 2 2
指標

指標
　2020東京オリンピック・パラリンピックの事前キャンプ地の誘致について、愛知県内では刈谷市の他、碧

他市との 南市、豊田市、安城市など17の自治体が誘致を目指している。（※あいちスポーツコミッションＨＰより）
比較検証

Ｄ
　
　
　

Ｃ
　
事
　
業
　
コ

Ｏ

　
ス
　
ト

単位：千円
２

　

８年度 ２９年度 ３０年

　

度 ３１年度 ３０年度

（

∧

決算） （決算） （決算

　

） （予算） 事業費内訳

　

事業費　① 416 4,

実

632 3,784 7,

　

633 合計 3,783

　

,777 円
報償費 3

施

2,000 円

財
　
源

　

特定財源 0 0 0 0 旅費

　

315,240 円
需

∨

用費 85,143 円

一般財源 416 4,632 3,784 7,633 委託料 3,351,394 円

職員人件費　② 1,563 3,490 4,629 8,514

総事業費（①＋②） 1,979 8,122 8,413 16,147

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

１

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 教育文

（

化

基本施策 スポーツ
施

平

策体系
施策の内容 スポ

成

ーツ活動プログラムの

３

充実

目
　
　
　
的

　国際

０

スポーツ大会等を誘致

年

することで、次

主
た
る

度

内
容

〇国際スポーツ大

評

会等の招致活動の実施

価

世代を担う青少年に夢

）

や希望を与えるととも

刈

　・誘致推進委員会の

谷

開催
に、スポーツとの

市

ふれあいを通じて、市

事

民が 　・関係機関や競

務

技団体への訪問等によ

事

る調
主体的にスポーツ

業

と関わる「豊かなスポ

評

ーツ 　　査、情報収集

価

及びＰＲの実施
ライフ

シ

の実現」に取り組む。

ー

位
置
づ
け

関連計画 第2

ト

次・第3次刈谷市スポ

（

ーツマスタープラン

根

様

拠法令

対象者 市民、競

式

技団体 事業期間 平成２

１

８年度 ～

実施方法 ■直

）

営　□委託　□指定管

会

理　□補助・助成　□

計

その他

名 担当部 教育部

一

Ｂ
　
事
　
業

般

　
実
　
績

２８年度実績

会

２９年度実績 ３０年度

計

実績 ３１年度計画

・誘

国

致推進委員会の設置 ・

際

誘致推進委員会の開催

ス

　2回・誘致推進委員

ポ

会の開催　1回・誘致

ー

推進委員会の開催　2

ツ

回
・誘致推進委員会の

大

開催　2回・バスケッ

会

トボール女子日本 ・フ

等

ットサルＦリーグプレ

招

シ ・フットサル日本代

致

表練習合
・フットサル

事

国際親善大会の 　代表

業

国際強化試合の開催 　

担

ーズンマッチの開催及

当

び日 　宿の受入れ
　開

課

催(4月ウィングアリ

ス

ーナ)・フットサルＦ

ポ

リーグプレシ 　本代表

ー

練習合宿の受入れ ・競

ツ

技団体等への訪問等に

課

よ
・日本バスケットボ

款

ール協会 　ーズンマッ

項

チの開催及び日 ・競技

目

団体等への訪問等によ

担

　る招致に関する調査

当

、ＰＲ
　等への訪問等

係

による招致に 　本代表

普

練習合宿の受入れ 　る

及

招致に関する調査、Ｐ

係

Ｒ   等の実施
  関

1

する調査、ＰＲ等の実



7 2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　ハイレベ

平

ルなスポーツ競技大会

成

を開催することで、「

３

ス
・法的業務

高い
ポー

１

ツのまち刈谷」を内外

年

にアピールするととも

度

に、本市
必要性 ・市民

（

ニーズ、社会需要 にお

平

ける更なるスポーツ振

成

興が図られ、スポーツ

３

を通じた
・市民生活上

０

必要である　など 青少

年

年の健全育成、生きが

度

いづくり等、本市のま

評

ちづくり
に大きく寄与

価

するものである。
　他

）

市にはない本市の特性

刈

を生かした取組みであ

谷

り、スポ
・コストの節

市

減、費用対効果
普通

ー

事

ツを通じたまちづくり

務

を推進するために適し

事

ている事業
効率性 ・執

業

行体制の効率性 の1つ

評

である。
・手段の最適

価

性　など

　スポーツを

シ

通じたまちづくりを推

ー

進するために、市が主

ト

・市が主体となって実

（

施する
普通

体となって

様

実施すべき事業である

式

。
妥当性 　べき事業で

２

あるか
・総合計画との

）

整合性　など

　第2次

会

スポーツマスタープラ

計

ンに掲げる「豊かなス

名

ポーツ

施策への ・施策

担

への貢献度
高い

ライフ

当

の実現」「一市民一ス

部

ポーツ」の実現に向け

教

、その
・目標達成度 施

育

策の1つである「みる

部

スポーツ」の推進を図

一

る上で、貢献
貢献度 ・

般

市民サービスへの効果

会

　など 度の高い事業で

計

ある。

今後の方向性 ■

国

拡充　□現状維持　□

際

改善・効率化　□縮小

ス

　□終期設定　□休止

ポ

・廃止

　第3次スポー

ー

ツマスタープランに掲

ツ

げる「豊かなスポーツ

大

ライフの実現」「一市

会

民一スポーツ」の実現

等

に向けた施策
の1つと

招

して、今後も事業の拡

致

大を図り、国際スポー

事

ツ大会等の誘致を積極

業

的に実施し、スポーツ

担

を通じたまちづくり
を

当

推進する。

課 スポー

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ

ツ

 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価

課

　
∨

款 項 目 担当係 普及係

10



及

補助対象クラブ数 　　

係

補助対象クラブ数
　　

1

　　　　　 　　3ク

0

ラブ 　　　　　　　　

7

 　1クラブ

　研究会

2

の開催によるクラブ間の定期的な情報共有や意見交換、研究会での協議を基にした講習会や卓球交流会等の開催

成果
などにより、各クラブの活動の充実やクラブスタッフの資質の向上等を図ることが出来た。

・会員の確保、活動拠点の確保、安定的な財源の確保、運営スタッフの充実、組織力の強化等、各クラブの自立及び経営

　の安定化に向けた新たな支援の検討
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３年度

成果 総合型地域スポーツクラブ加入者数 2,182 2,208 2,198 2,350 2,450
指標 （人）

 
指標

近隣市町のクラブ設立状況
他市との 　碧南市1クラブ、安城市2クラブ、知立市1クラブ、高浜市1クラブ、東浦町1クラブ
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 950 450 250 250 合計 250,000 円
委託料 250,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 950 450 250 250

職員人件費　② 1,563 1,939 1,929 2,322

総事業費（①＋②） 2,513 2,389 2,179 2,572

建
設
事
業

全体事業費

Ｄ

（単位：千円） 0 ３０

　

年度特定財源名称

３０

　

年度までの累積事業費

　

0

２年度以降の事業費

Ｏ

見込 0

　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　

１

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

年

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

度

　
概
　
要

総合計画
分野

（

教育文化

基本施策 スポ

平

ーツ
施策体系

施策の内

成

容 クラブ・団体の育成

３

目
　
　
　
的

　地域のス

０

ポーツ振興のみならず

年

、スポーツ

主
た
る
内
容

度

○総合型地域スポーツ

評

クラブへの運営補助　

価

を通じた地域コミュニ

）

ティの形成、青少年育

刈

○各クラブの自立に向

谷

けた調査研究事業委託

市

成、高齢者や障害のあ

事

る人の社会参画の場と

務

（総合型地域スポーツ

事

クラブ研究会の開催）

業

しての効果を期待する

評

総合型地域スポーツク

価

ラブの育成を図る。

位

シ

置
づ
け

関連計画 スポー

ー

ツ基本計画（国）、第

ト

2次・第3次刈谷市ス

（

ポーツマスタープラン

様

根拠法令 スポーツ基本

式

法

対象者 市民 事業期間

１

平成１６年度 ～

実施方

）

法 □直営　■委託　□

会

指定管理　■補助・助

計

成　□その他

名 担当部 教育部

一

Ｂ
　

般

事
　
業
　
実
　
績

２８年

会

度実績 ２９年度実績 ３

計

０年度実績 ３１年度計

総

画

・総合型地域スポー

合

ツクラブ ・総合型地域

型

スポーツクラブ ・総合

地

型地域スポーツクラブ

域

・総合型地域スポーツ

ス

クラブ
　研究会　 　研

ポ

究会 　研究会 　研究会

ー

　　開催回数　　　 

ツ

　　6回 　　開催回数

ク

　  　 　　6回 　

ラ

　開催回数　　　　　

ブ

 6回 　　開催回数　

育

　　　　 6回
  　

成

バドミントン及び卓球

事

交 　　バドミントン及

業

び卓球交 　　バドミン

担

トン及び卓球交 　　バ

当

ドミントン及び卓球交

課

　　流会の開催　　 

ス

　各1回 　　流会の開

ポ

催　　 　各1回 　　

ー

流会の開催　　　 各

ツ

1回 　　流会の開催　

課

　　 各1回
　　講習

款

会の開催　 　　1回

項

　　講習会の開催　　

目

 　1回 　　講習会の

担

開催　　　 1回 　　

当

講習会の開催　　　 

係

1回
・クラブ運営補助

普

・クラブ運営補助
　　



係
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Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　総

平

合型地域スポーツクラ

成

ブには、実施種目や世

３

代の多様
・法的業務

高

１

い
性などの特性から、

年

スポーツ振興のみなら

度

ず、地域コミュ
必要性

（

・市民ニーズ、社会需

平

要 ニティの形成や青少

成

年の健全育成、高齢者

３

等の社会参画の
・市民

０

生活上必要である　な

年

ど 場の提供などの役割

度

が期待できるため、市

評

がクラブの育成
支援を

価

積極的に行うことはと

）

ても有益である。
　自

刈

主財源により継続的に

谷

運営できるよう執行体

市

制、運営
・コストの節

事

減、費用対効果
普通

方

務

法や活動内容を整理し

事

、会員を確保できるよ

業

うより一層
効率性 ・執

評

行体制の効率性 の啓発

価

活動と活動内容の充実

シ

が求められている。
・

ー

手段の最適性　など

　

ト

地域住民が主体的な運

（

営ができるよう育成支

様

援するため
・市が主体

式

となって実施する
高い

２

に必要な事業である。

）

妥当性 　べき事業であ

会

るか
・総合計画との整

計

合性　など

　第2次刈

名

谷市スポーツマスター

担

プランの重点施策とし

当

て推

施策への ・施策へ

部

の貢献度
高い

進を図っ

教

ており、活動の充実や

育

スタッフの資質の向上

部

等、
・目標達成度 市内

一

各クラブの育成に貢献

般

している。また、中学

会

校区ごと
貢献度 ・市民

計

サービスへの効果　な

総

ど に設立された各クラ

合

ブは、住民が気軽にス

型

ポーツ活動等に
参加で

地

きる場としての役割を

域

果たすことが出来てい

ス

る。

今後の方向性 □拡

ポ

充　■現状維持　□改

ー

善・効率化　□縮小　

ツ

□終期設定　□休止・

ク

廃止

　今後について、

ラ

運営補助金の交付につ

ブ

いては、削減計画に基

育

づき削減をすすめてき

成

た結果として29年度

事

末をもって
終了となり

業

ましたが、クラブ運営

担

の基本である自主・自

当

立に向け、引き続き、

課

定期的な研究会の開催

ス

により、各クラ
ブ間の

ポ

情報共有や意見交換、

ー

アドバイザーからの助

ツ

言聴取等を図るととも

課

に、各クラブ、運営の

款

安定化に向けた財源
確

項

保策等の検討を進めま

目

す。

担当係

Ｃ
 
　

普

Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ

及

 
　
∧
　
評
　
価
　
∨



係

０年度

（決算） （決算

業

） （決算） （予算） 事

務

業費内訳

事業費　① 0

係

0 886 0 合計 885

1

,600 円
委託料 8

0

85,600 円

財
　

7

源

特定財源 0 0 0 0

一

3

般財源 0 0 886 0

職員人件費　② 0 0 154 0

総事業費（①＋②） 0 0 1,040 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ

１

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

平

スポーツ
施策体系

施策

成

の内容 スポーツ施設の

３

整備・充実・開放

目
　

０

　
　
的

　市民のスポー

年

ツ需要への対応と健康

度

づくり

主
た
る
内
容

　県

評

の逢妻川洪水調節地計

価

画に合わせて、運
を推

）

進し、スポーツ施設の

刈

充実を図る。 動広場の

谷

設計を行う。

位
置
づ
け

市

関連計画 第2次・第3

事

次スポーツマスタープ

務

ラン

根拠法令

対象者 施

事

設利用者 事業期間 平成

業

２０年度 ～

実施方法 ■

評

直営　□委託　□指定

価

管理　□補助・助成　

シ

□その他

ート （様式１）

会

Ｂ
　
事
　

計

業
　
実
　
績

２８年度実

名

績 ２９年度実績 ３０年

担

度実績 ３１年度計画

　

当

　 ・（仮称）逢妻川河

部

川敷運動 　
　 　 　広場

教

整備のための修正基本

育

　
　 　 　設計 　
　 　 　

部

　　　―――――――

一

　　　―――――――

般

　　　―――――――

会

　修正基本設計を行っ

計

た。

成果

　県の逢妻川

（

洪水調節地の計画によ

仮

っては、整備計画が見

称

直される可能性がある

）

。

課題

指標名称（単位

逢

）
実績値 目標値

２８年

妻

度 ２９年度 ３０年度 ３

川

１年度 ３年度

成果 各種

河

施設が整い、スポーツ

川

などに取組みやすいと

敷

思 77.8 ― 77.0

運

79.0 80.0
指標

動

う市民の割合（％）
成

広

果 週1回以上スポーツ

場

をしている市民の割合

整

（％） 44.6 ― 38

備

.8 50.0 50.0

事

指標
　近隣市町村には

業

事例がない。
他市との

担

　神奈川県に1施設あ

当

り。
比較検証

課 スポーツ課

款 項

Ｃ
　
事

目

　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位

担

：千円
２８年度 ２９年

当

度 ３０年度 ３１年度 ３
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Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

平

　市民の余暇活動の場

成

を広げる。
・法的業務

３

普通必要性 ・市民ニー

１

ズ、社会需要
・市民生

年

活上必要である　など

度

　逢妻川の増水時の調

（

整池を有効活用ができ

平

る。
・コストの節減、

成

費用対効果
普通効率性

３

・執行体制の効率性
・

０

手段の最適性　など

　

年

亀城公園運動広場の一

度

体的な整備事業である

評

。
・市が主体となって

価

実施する
普通妥当性 　

）

べき事業であるか
・総

刈

合計画との整合性　な

谷

ど

　スポーツがしたく

市

なる、できる、続けた

事

くなる環境整備

施策へ

務

の ・施策への貢献度
普

事

通
として貢献。

・目標

業

達成度
貢献度 ・市民サ

評

ービスへの効果　など

価

今後の方向性 □拡充　

シ

■現状維持　□改善・

ー

効率化　□縮小　□終

ト

期設定　□休止・廃止

（

関係機関との調整の進

様

捗状況に基づき、事業

式

を進める。

２）

会計

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ

名

 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価

担

　
∨

当部 教育部

一般会計
（仮称）逢妻川河川敷運動広場整備事業

担当課 スポーツ課

款 項 目 担当係



業

の 　　　　　　　　第

務

2種　豊田市、知多市

係

比較検証 　　　　　　

1

　　第3種　名古屋市

0

、豊橋市、豊川市、一

7

宮市、半田市

3

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 9,166 972 306,657 40,823 合計 306,657,036 円
需用費 7,907,835 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 298,749,201 円

一般財源 9,166 972 306,657 40,823

職員人件費　② 2,735 2,326 2,700 2,322

総事業費（①＋②） 11,901 3,298 309,357 43,145

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　

１

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 ス

平

ポーツ
施策体系

施策の

成

内容 スポーツ施設の整

３

備・充実・開放

目
　
　

０

　
的

　ウィングアリー

年

ナ刈谷、ウェーブスタ

度

ジア

主
た
る
内
容

〇設備

評

の修繕及び整備工事
ム

価

刈谷及びグリーングラ

）

ウンド刈谷の円滑な
管

刈

理運営のため必要な整

谷

備を行い、施設の適
切

市

な運用を図る。

位
置
づ

事

け

関連計画 第2次・第

務

3次刈谷市スポーツマ

事

スタープラン

根拠法令

業

 

対象者 施設利用者 事

評

業期間 平成２１年度 ～

価

実施方法 ■直営　□委

シ

託　□指定管理　□補

ー

助・助成　□その他

ト （様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

担

２８年度実績 ２９年度

当

実績 ３０年度実績 ３１

部

年度計画

・ウィングア

教

リーナ刈谷 ・ウィング

育

アリーナ刈谷 ・ウィン

部

グアリーナ刈谷 ・ウィ

一

ングアリーナ刈谷
　　

般

フロア図面版修繕 　　

会

メインアリーナ床修繕

計

　　消防設備修繕 　　

ウ

中央監視装置更新工事

ィ

・ウェーブスタジアム

ン

刈谷 　　中央操作盤更

グ

新工事　他 　　ＳＲノ

ア

ズル更新工事
　　場内

リ

時計システム修繕 ・ウ

ー

ェーブスタジアム刈谷

ナ

　　ウッドデッキ改修

刈

工事 他
　　女子トイ

谷

レ工事 　　第3種公認

等

工事
　　監視カメラシ

施

ステム改修 　　屋根支

設

柱耐火塗装改修工
　　

改

工事 　　事
　　防鳥ネ

修

ット取付工事　他
　
　

事

　計画通り整備できた

業

。

成果

　今後、施設の

担

老朽化による突発的な

当

対応と、計画的な改修

課

が必要になる。

課題

指

ス

標名称（単位）
実績値

ポ

目標値

２８年度 ２９年

ー

度 ３０年度 ３１年度 ３

ツ

年度

成果 ウィングアリ

課

ーナ刈谷利用者数（人

款

） 335,295 35

項

8,698 349,8

目

16 359,000 3

担

59,500
指標

 
指

当

標
公認陸上競技場　第

係

1種　名古屋市
他市と
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Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　

平

市民が利用できる施設

成

の拡充に必要な事業で

３

ある。
・法的業務

高い

１

必要性 ・市民ニーズ、

年

社会需要
・市民生活上

度

必要である　など

　計

（

画的な経費の執行が必

平

要である。
・コストの

成

節減、費用対効果
普通

３

効率性 ・執行体制の効

０

率性
・手段の最適性　

年

など

　市民がスポーツ

度

活動に参加しやすい環

評

境づくりを推進す
・市

価

が主体となって実施す

）

る
高い

る事業であり、

刈

市の主体的な関与が必

谷

要である。
妥当性 　べ

市

き事業であるか
・総合

事

計画との整合性　など

務

　スポーツ施設の計画

事

的な整備に寄与してい

業

る。

施策への ・施策へ

評

の貢献度
高い・目標達

価

成度
貢献度 ・市民サー

シ

ビスへの効果　など

今

ー

後の方向性 □拡充　■

ト

現状維持　□改善・効

（

率化　□縮小　□終期

様

設定　□休止・廃止

　

式

施設が存続する限り計

２

画的な施設整備（公認

）

工事への対応、国際大

会

会向けの整備計画）が

計

必要である。

名 担当部

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　

教

Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　

育

価
　
∨

部

一般会計
ウィングアリーナ刈谷等施設改修事業

担当課 スポーツ課

款 項 目 担当係 業



0

00

職員人件費　② 0

7

0 231 464

総事業

3

費（①＋②） 0 0 2,175 150,464

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

１

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

年

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

度

要

総合計画
分野 教育文

（

化

基本施策 スポーツ
施

平

策体系
施策の内容 スポ

成

ーツ施設の整備・充実

３

・開放

目
　
　
　
的

　市

０

民のスポーツ需要への

年

対応と健康づくり

主
た

度

る
内
容

　老朽化したス

評

コアボードを改修する

価

。
の推進のため、スポ

）

ーツ施設の充実を図る

刈

。

位
置
づ
け

関連計画 第

谷

2次・第3次刈谷市ス

市

ポーツマスタープラン

事

根拠法令

対象者 施設利

務

用者 事業期間 平成３０

事

年度 ～ 平成３１年度

実

業

施方法 ■直営　□委託

評

　□指定管理　□補助

価

・助成　□その他

シート （様式１）

会

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

計

８年度実績 ２９年度実

名

績 ３０年度実績 ３１年

担

度計画

　 　 ・実施設計

当

・改修工事
　 　
　 　
　

部

　
　　　――――――

教

― 　　　――――――

育

―

　計画通り設計する

部

ことができた。

成果

課

一

題

指標名称（単位）
実

般

績値 目標値

２８年度 ２

会

９年度 ３０年度 ３１年

計

度 ３年度

活動 各種施設

刈

が整い、スポーツなど

谷

に取り組みやすいと 7

球

7.8 ― 77.0 79

場

.0 80.0
指標 思う

電

市民の割合（％）
活動

光

週1回以上スポーツを

掲

している市民の割合（

示

％） 44.6 ― 38.

板

8 50.0 50.0
指

改

標

他市との
比較検証

修事業
担当課 スポー

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　

ツ

ト

単位：千円
２８年度

課

２９年度 ３０年度 ３１

款

年度 ３０年度

（決算）

項

（決算） （決算） （予

目

算） 事業費内訳

事業費

担

　① 0 0 1,944 1

当

50,000 合計 1,

係

944,000 円
委

業

託料 1,944,00

務

0 円

財
　
源

特定財源

係

0 0 0 0

一般財源 0 0

1

1,944 150,0



7 3

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　市民が利

平

用できる施設の維持に

成

必要な事業である。
・

３

法的業務
高い必要性 ・

１

市民ニーズ、社会需要

年

・市民生活上必要であ

度

る　など

　計画的な経

（

費の執行が必要である

平

。
・コストの節減、費

成

用対効果
普通効率性 ・

３

執行体制の効率性
・手

０

段の最適性　など

　市

年

民がスポーツ活動に参

度

加しやすい環境づくり

評

を推進す
・市が主体と

価

なって実施する
高い

る

）

事業であり、市の主体

刈

的な関与が必要である

谷

。
妥当性 　べき事業で

市

あるか
・総合計画との

事

整合性　など

　スポー

務

ツ施設の計画的な整備

事

に寄与している。

施策

業

への ・施策への貢献度

評

高い・目標達成度
貢献

価

度 ・市民サービスへの

シ

効果　など

今後の方向

ー

性 □拡充　■現状維持

ト

　□改善・効率化　□

（

縮小　□終期設定　□

様

休止・廃止

維持管理の

式

ための計画的な施設改

２

修、修繕が必要である

）

。

会計名

Ｃ
 
　
Ｈ

担

 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 

当

　
∧
　
評
　
価
　
∨

部 教育部

一般会計
刈谷球場電光掲示板改修事業

担当課 スポーツ課

款 項 目 担当係 業務係

10



1

掲載のみである養成し

0

たリーダーを活用する

7

システムのさらなる拡

2

充

・参加者数の増加に向けた、実際の現場で活躍されている指導者たちへの効率的、効果的な啓発や講座内容の選定の際の
課題

　ニーズの把握

・総合運動公園指定管理者が開催している同種の講座との棲み分け又は共催など、効率的・効果的な開催方法の検討

指標名称（単位）
実績値 目標値

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３年度

活動 スポーツリーダー養成講座修了者数 37 38 41 50 50
指標 （人）

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 97 85 83 151 合計 82,672 円
報償費 52,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 30,672 円

一般財源 97 85 83 151

職員人件費　② 782 388 386 1,161

総事業費（①＋②） 879 473 469 1,312

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　

１

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

年

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

度

　
要

総合計画
分野 教育

（

文化

基本施策 スポーツ

平

施策体系
施策の内容 ス

成

ポーツ指導者の育成

目

３

　
　
　
的

　市民がスポ

０

ーツ活動に取り組み、

年

継続でき

主
た
る
内
容

○

度

専門知識や実績を有す

評

る講師によるスポー
る

価

よう、その推進役とな

）

るリーダーを育成し､

刈

　ツリーダー養成講座

谷

の開催
市民スポーツ活

市

動の活性化、継続化を

事

図る｡

位
置
づ
け

関連計

務

画 第2次・第3次刈谷

事

市スポーツマスタープ

業

ラン

根拠法令

対象者 市

評

民 事業期間 平成７年度

価

～

実施方法 ■直営　□

シ

委託　□指定管理　□

ー

補助・助成　□その他

ト （様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

担

績

２８年度実績 ２９年

当

度実績 ３０年度実績 ３

部

１年度計画

・スポーツ

教

リーダー養成講座 ・ス

育

ポーツリーダー養成講

部

座 ・スポーツリーダー

一

養成講座 ・スポーツリ

般

ーダー養成講座
　　開

会

催回数　1回（2コマ

計

） 　　開催回数　1回

ス

（2コマ） 　　開催回

ポ

数　1回（3コマ） 　

ー

　開催回数　1回（2

ツ

コマ）
　【講座メニュ

リ

ー】   【講座メニュ

ー

ー】 　【講座メニュー

ダ

】
　　効果、効率を考

ー

えたトレ 　　どうした

養

ら100％の力を発　

成

　薬、サプリメントと

講

食品
　　ーニング 　　

座

揮できるのか？（スポ

事

ー 　　の真実の話
　　

業

テーピング 　　ツ心理

担

学） 　　心の基礎の創

当

り方（ペッ
　　からだ

課

の緊張のほぐし方 　　

ス

プトーク）
　　（ヨガ

ポ

ストレッチ） 　　コー

ー

ディネーショント　
　

ツ

　レーニング

　日々進

課

歩する専門知識や最新

款

のスポーツ科学を取り

項

入れた研修機会を継続

目

的に提供することによ

担

り、参加者のスポーツ

当

成果
リーダー、指導者

係

としての資質や知識の

普

向上に寄与することが

及

できた。

・現状、生涯

係

学習指導者名簿等への



0 7 2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　市民が

平

スポーツを継続するた

成

めには、だれもが気軽

３

に参
・法的業務

普通
加

１

できるスポーツプログ

年

ラムとそれを適切に指

度

導する指導
必要性 ・市

（

民ニーズ、社会需要 者

平

が必要である。
・市民

成

生活上必要である　な

３

ど

　愛知教育大学等の

０

教育機関及びホームタ

年

ウンパートナー
・コス

度

トの節減、費用対効果

評

普通
チーム等スポーツ

価

関係団体と協働して、

）

講座のメニュー作
効率

刈

性 ・執行体制の効率性

谷

りから指導まで一環し

市

て行い、産官学連携し

事

たスポーツ推
・手段の

務

最適性　など 進に努め

事

ている。

　第2次刈谷

業

市スポーツマスタープ

評

ランの基本施策として

価

推
・市が主体となって

シ

実施する
普通

進を図っ

ー

ており、プランに掲げ

ト

る基本理念やテーマを

（

実現
妥当性 　べき事業

様

であるか するために、

式

市が主体的に実施して

２

いく必要があると考え

）

・総合計画との整合性

会

　など ている。

　第2

計

次刈谷市スポーツマス

名

タープランの基本施策

担

として推

施策への ・施

当

策への貢献度
高い

進を

部

図っており、指導者の

教

資質の向上等に貢献し

育

ている。
・目標達成度

部

貢献度 ・市民サービス

一

への効果　など

今後の

般

方向性 □拡充　□現状

会

維持　■改善・効率化

計

　□縮小　□終期設定

ス

　□休止・廃止

　市民

ポ

のスポーツ活動が多様

ー

化、高度化し、指導者

ツ

へのニーズも質･量と

リ

もに増大しており、指

ー

導者には、豊かな人間

ダ

性、競技の専門性、ス

ー

ポーツ環境や条件の管

養

理能力などが求められ

成

ておりますので、今後

講

については、技術指導

座

だけ
でなく、スポーツ

事

の多様な楽しみ方の指

業

導など、幅広いマネー

担

ジメントができる指導

当

者の育成に努めます。

課

　また、講座のテーマ

ス

や回数については、現

ポ

場の声やスポーツを取

ー

り巻く時代の潮流等も

ツ

参考に決定を行います

課

。

款 項 目

Ｃ
 
　
Ｈ

担

 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 

当

　
∧
　
評
　
価
　
∨

係 普及係

1



5

4 円

財
　
源

特定財源 0 253 750 601 委託料 36,243,360 円
使用料及び賃借料 295,966 円

一般財源 0 37,031 36,484 37,494

職員人件費　② 0 2,016 2,006 2,012

総事業費（①＋②） 0 39,300 39,240 40,107

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0 財産収入
諸収入

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

１

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 都市環境

基

（

本施策 公園緑地・緑化

平

施策体系
施策の内容 公

成

園の整備・改善

目
　
　

３

　
的

　公園内の施設の

０

維持管理作業を指定管

年

理者

主
た
る
内
容

〇総合

度

運動公園の施設、樹木

評

及び植栽地等の
に行わ

価

せることにより、利用

）

者の安全性の確 　管理

刈

運営業務　
保と快適性

谷

の維持を図る。

位
置
づ

市

け

関連計画

根拠法令 都

事

市公園法

対象者 公園利

務

用者 事業期間 平成２９

事

年度 ～

実施方法 □直営

業

　□委託　■指定管理

評

　□補助・助成　□そ

価

の他

シート （様式１）

Ｂ
　
事
　
業
　

会

実
　
績

２８年度実績 ２

計

９年度実績 ３０年度実

名

績 ３１年度計画

　 　公

担

園と体育施設の一体的

当

な 　公園と体育施設の

部

一体的な ・指定管理者

教

による管理運営
　 管理

育

をすることができた。

部

管理をすることができ

一

た。
　
　
　　　―――

般

――――

 都市公園内

会

にある体育施設と一体

計

的に指定管理者が管理

総

することにより、利用

合

者への対応などがスム

運

ーズに行うことが

成果

動

できた。

課題

指標名称

公

（単位）
実績値 目標値

園

２８年度 ２９年度 ３０

管

年度 ３１年度 ３年度

活

理

動 公園や緑地が充実し

運

ていると思う市民の割

営

合（％） 71.4 ー 7

事

5.7 75.7 80.

業

0
指標
活動
指標

他市と

担

の
比較検証

当課 スポーツ課

款

Ｃ
　
事
　

項

業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：

目

千円
２８年度 ２９年度

担

３０年度 ３１年度 ３０

当

年度

（決算） （決算）

係

（決算） （予算） 事業

業

費内訳

事業費　① 0 3

務

7,284 37,23

係

4 38,095 合計 3

8

7,233,820 

4

円
需用費 694,49



な誘致を行う。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３年度

活動 大会数（大会） 19 16 22 22 22
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 10,226 11,879 28,662 15,762 合計 28,661,914 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 2,850 0 交付金 28,661,914 円

一般財源 10,226 11,879 25,812 15,762

職員人件費　② 1,954 1,163 1,350 1,316

総事業費（①＋②） 12,180 13,042 30,012 17,078

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0 特になし。

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ

３

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

１

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

年

　
業
　
概
　
要

総合計画

度

分野 教育文化

基本施策

（

スポーツ
施策体系

施策

平

の内容 スポーツ活動プ

成

ログラムの充実

目
　
　

３

　
的

　トップリーグを

０

はじめとする全国大会

年

等を 

主
た
る
内
容

○全

度

国大会等開催費用の一

評

部助成
本市に誘致する

価

ことで、競技者の拡大

）

や青少
年の健全な育成

刈

、競技力向上及び競技

谷

団体の
強化を図るとと

市

もに、市民が間近に観

事

戦する
環境を整え、見

務

るスポーツの促進を図

事

り、市
民が多くのスポ

業

ーツにふれる機会を提

評

供する｡

位
置
づ
け

関連

価

計画 第2次・第3次刈

シ

谷市スポーツマスター

ー

プラン

根拠法令  

対象

ト

者 刈谷市体育協会へ関

（

連する競技団体 事業期

様

間 ～

実施方法 □直営　

式

□委託　□指定管理　

１

■補助・助成　□その

）

他

会計名 担当部 教育

Ｂ
　
事
　
業
　
実

部

　
績

２８年度実績 ２９

一

年度実績 ３０年度実績

般

３１年度計画

　日本女

会

子ソフトボールリー 　

計

日本女子ソフトボール

各

リー 　日本女子ソフト

種

ボールリー 　日本女子

大

ソフトボールリー
グを

会

始めとする19の大会

補

に補 グを始めとする1

助

6の大会に補 グを始め

事

とする22の大会に補

業

グを始めとする22の

担

大会に補
助金を交付し

当

た。 助金を交付した。

課

助金を交付した。 助金

ス

を交付する。

　全国レ

ポ

ベルの大会等を誘致す

ー

ることで、市民がスポ

ツ

ーツに触れる機会を創

課

出するとともに、「み

款

る・ささえるスポーﾂ

項

｣

成果
を通じて、スポ

目

ーツ活動に参加できる

担

きっかけづくりを行っ

当

た。また、青少年がス

係

ポーツに親しみ、競技

指

力の向上や幅広

い交流

導

を行う機会を支援し、

係

青少年の健全育成を図

1

った。

　みる、ささえ

0

るスポーツを通じて、

7

本市の更なるスポーツ

2

振興をはかるため、事業を充実させ、全国大会や世界大会の

積極的



指標
 

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 270 270 300 305 合計 300,000 円
委託料 300,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 270 270 300 305

職員人件費　② 3,908 3,102 3,086 3,638

総事業費（①＋②） 4,178 3,372 3,386 3,943

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

愛知万博メモリアル市町村対抗駅伝選手派

遣事業

平成３１

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 教育文化

平

基本施策 スポーツ
施策

成

体系
施策の内容 スポー

３

ツ活動プログラムの充

０

実

目
　
　
　
的

　愛知万

年

博メモリアル愛知県市

度

町村対抗駅伝

主
た
る
内

評

容

　愛知県が後援して

価

いる愛知県陸上競技協

）

会
競走大会に刈谷市代

刈

表選手を派遣し、市民

谷

に 及び東海テレビ放送

市

が開催する大会に刈谷

事

市
ＰＲすることで、競

務

技の普及を図るととも

事

に､ より選手を派遣す

業

る事業を実行委員会に

評

委託
刈谷市を含めた愛

価

知県内の市町村スポー

シ

ツ振 する。
興に寄与す

ー

る。

位
置
づ
け

関連計画

ト

第2次・第3次刈谷市

（

スポーツマスタープラ

様

ン 

根拠法令  

対象者

式

選抜選手並びに実行委

１

員 事業期間 平成１８年

）

度 ～

実施方法 □直営　

会

■委託　□指定管理　

計

□補助・助成　□その

名

他

担当部 教育部

一般

Ｂ
　
事
　
業
　
実

会

　
績

２８年度実績 ２９

計

年度実績 ３０年度実績

担

３１年度計画

　各部門

当

2名計18名の選手を

課

選　各部門2名計18

ス

名の選手を選　各部門

ポ

2名計18名の選手を

ー

選　各部門2名、計1

ツ

8名の選手を
出し、5

課

回の合同練習会を行っ

款

出し、5回の合同練習

項

会を行っ出し、4回の

目

合同練習会を行っ選出

担

し、5回の合同練習会

当

を行
た。 た。 た。 う。

係

・総合順位　第10位

指

入賞 ・総合順位　第1

導

0位入賞 ・総合順位　

係

第11位 ・目標順位　

1

第7位入賞

　大会を通

0

じて愛知万博を次世代

7

へ継承するとともに、

2

競技者育成、市町村相互の交流及びスポーツ振興を図ることがで

成果
きた。

　世代ごとの選手選考及び発掘が課題である。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３年度

成果 総合順位（位） 10 10 11 7 5
指標

 



段スポーツに関わりの少ない市民にスポーツを始めるきっかけ作りを行うことが出来た。

・競技団体による自主的な大会開催への移行促進

・競技者が大会に参加したくなるような効果的、効率的な啓発
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３年度

活動 各種大会、イベント参加者数（人） 12,689 12,994 12,191 13,000 13,000
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 480 481 381 404 合計 380,850 円
役務費 46,850 円

財
　
源

特定財源 144 135 106 140 委託料 334,000 円

一般財源 336 346 275 264

職員人件費　② 1,954 1,939 1,543 1,935

総事業費（①＋②） 2,434 2,420 1,924 2,339

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0 大会参加料

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ

３

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

１

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

年

　
業
　
概
　
要

総合計画

度

分野 教育文化

基本施策

（

スポーツ
施策体系

施策

平

の内容 スポーツ活動プ

成

ログラムの充実

目
　
　

３

　
的

　各種目毎に参加

０

者相互の情報交換と交

年

流を

主
た
る
内
容

○専門

度

の知識と実績を有する

評

団体等への事業
深める

価

とともに、スポーツの

）

普及振興に寄与 　委託

刈

のよる各種スポーツ大

谷

会の開催
する。

位
置
づ

市

け

関連計画 第2次・第

事

3次刈谷市スポーツマ

務

スタープラン

根拠法令

事

 

対象者 市民 事業期間

業

～

実施方法 □直営　■

評

委託　□指定管理　□

価

補助・助成　□その他

シート （様式１）

会

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

計

績

２８年度実績 ２９年

名

度実績 ３０年度実績 ３

担

１年度計画

・スポーツ

当

大会等の開催 ・スポー

部

ツ大会等の開催 ・スポ

教

ーツ大会等の開催 ・ス

育

ポーツ大会等の開催
　

部

一万人卓球　698人

一

　一万人卓球　729

般

人 　一万人卓球　72

会

4人（中止）　一万人

計

卓球
　ミニテニス　1

各

00人 　ミニテニス　

種

 86人 　ユニホッケ

大

ー 71人　 　ユニホ

会

ッケー
　ユニホッケー

開

　70人 　ユニホッケ

催

ー 84人　 　ＧＯＧ

事

Ｏウォーキング142

業

人　ＧＯＧＯウォーキ

担

ング
　ＧＯＧＯウォー

当

キング150人　ＧＯ

課

ＧＯウォーキング13

ス

7人　　参加者数　計

ポ

213人
　　参加者数

ー

　計1,018人 　　

ツ

参加者数　計1,03

課

6人

　市民が気軽に参

款

加できる大会を開催す

項

ることにより、選手間

目

の交流が深められた。

担

また、日頃のスポーツ

当

活動の成果を

成果
発揮

係

できる場を提供するこ

普

とにより、競技力や取

及

組み意欲の向上を図る

係

ことが出来た。

　誰も

1

が、いつでも、どこで

0

も、手軽に始められ、

7

継続して行うことが出

2

来るスポーツであるウォーキングの大会を開催

することにより、普



2

数　303人 　一般参加者数　266人 　一般参加者数　270人
　子どもから高齢者まで、多くの市民に、スポーツを始める、スポーツに親しむきっかけ作りを行うことができた。

成果
　ノルディックウォークのアンケートによると、継続的に参加されている市民が多く、継続して運動する場を提供するこ

とができた。

・スポーツをしてない人たちが、スポーツに対して興味・関心を持ち、スポーツ活動に参加したくなるような効率的、  

  効果的な啓発
課題

・競技種目の継続実施を希望する方々に向けた、既存競技団体等への橋渡しや受け皿の確保

・効率的なイベント開催によるスポーツ推進委員の負担の軽減

指標名称（単位）
実績値 目標値

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３年度

活動 スポーツふれあいｄａｙ等開催回数(回） 32 25 24 27 27
指標
成果 スポーツふれあいｄａｙ等一般参加者数(人） 1,050 770 706 930 930
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 200 200 200 540 合計 200,000 円
委託料 200,000 円

財
　
源

特定財源

Ｄ

0 0 0 0

一般財源 20

　

0 200 200 540

　

職員人件費　② 1,1

　

72 1,163 1,5

Ｏ

43 1,935

総事業

　

費（①＋②） 1,37

　

2 1,363 1,74

∧

3 2,475

建
設
事
業

　

全体事業費（単位：千

　

円） 0 ３０年度特定財

実

源名称

３０年度までの

　

累積事業費 0

２年度以

　

降の事業費見込 0

施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

１

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 教育文化

基

（

本施策 スポーツ
施策体

平

系
施策の内容 スポーツ

成

活動プログラムの充実

３

目
　
　
　
的

　生涯スポ

０

ーツの振興にあたり、

年

市民が手軽

主
た
る
内
容

度

○刈谷市スポーツ推進

評

委員協議会への委託　

価

に楽しめる環境づくり

）

を推進するため、ニュ

刈

　によるスポーツふれ

谷

あいｄａｙ等の開催
ー

市

スポーツを広く紹介す

事

る。

位
置
づ
け

関連計画

務

第2次・第3次刈谷市

事

スポーツマスタープラ

業

ン

根拠法令  

対象者 市

評

民 事業期間 ～

実施方法

価

□直営　■委託　□指

シ

定管理　□補助・助成

ー

　□その他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　
事

名

　
業
　
実
　
績

２８年度

担

実績 ２９年度実績 ３０

当

年度実績 ３１年度計画

部

・スポーツふれあいｄ

教

ａｙ ・スポーツふれあ

育

いｄａｙ ・スポーツふ

部

れあいｄａｙの ・スポ

一

ーツふれあいｄａｙの

般

　開催開催　20回 　

会

開催　14回 　開催　

計

12回 　開催
　一般参

ニ

加者数　747人 　一

ュ

般参加者数　504人

ー

　一般参加者数　43

ス

6人 　（支部開催及び

ポ

全体会）
　種　　目 　

ー

種　　目 　種　　目 　

ツ

種　　目
　　ノルディ

普

ック・ウォーク 　　ノ

及

ルディック・ウォーク

事

　　ノルディック・ウ

業

ォーク 　　ノルディッ

担

ク・ウォーク
　　ミニ

当

テニス 　　ミニテニス

課

　　ミニテニス 　　ミ

ス

ニテニス
　　ソフトバ

ポ

レーボール　等 　　ソ

ー

フトバレーボール　等

ツ

　　ソフトバレーボー

課

ル　等 　　ソフトバレ

款

ーボール　等
・ノルデ

項

ィック・ウォークス ・

目

ノルディック・ウォー

担

クス ・ノルディック・

当

ウォークス ・ノルディ

係

ック・ウォークス
　テ

普

ーション　開催回数1

及

2回 　テーション　開

係

催回数11回 　テーシ

1

ョン　開催回数12回

0

　テーションの開催（

7

月1回）
　一般参加者



7

94 550 550
指標

2

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3,072 3,019 3,294 3,200 合計 3,294,000 円
報償費 3,294,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 3,072 3,019 3,294 3,200

職員人件費　② 1,954 1,163 1,350 1,316

総事業費（①＋②） 5,026 4,182 4,644 4,516

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

１

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

年

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

度

総合計画
分野 教育文化

（

基本施策 スポーツ
施策

平

体系
施策の内容 スポー

成

ツ活動プログラムの充

３

実

目
　
　
　
的

　各競技

０

団体などが主催する全

年

国大会等に、

主
た
る
内

度

容

　国際大会、全国大

評

会等に出場する選手を

価

激
刈谷市から出場する

）

選手に対して激励金を

刈

交 励し、補助を行う。

谷

付することにより、大

市

会での活躍を激励する

事

とともに、各競技の技

務

術向上を図り、社会体

事

育全体の普及振興に資

業

する。

位
置
づ
け

関連計

評

画 第2次・第3次刈谷

価

市スポーツマスタープ

シ

ラン 

根拠法令  

対象

ー

者 全国大会出場届提出

ト

者 事業期間 ～

実施方法

（

■直営　□委託　□指

様

定管理　□補助・助成

式

　□その他

１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事

教

　
業
　
実
　
績

２８年度

育

実績 ２９年度実績 ３０

部

年度実績 ３１年度計画

一

・交付人数　751人

般

・交付人数　453人

会

・交付人数　494人

計

・交付見込人数　55

各

0人
・交付金額　2,

種

863,000円 ・交

大

付金額　3,019,

会

000円 ・交付金額　

出

3,294,000円

場

・交付見込金額　3,

選

200,000円

　本

手

市から世界大会や全国

激

大会等へ出場する選手

励

に対して、激励金を交

事

付することにより大会

業

の活躍を願い激励した

担

。ま

成果
た、各種大会

当

出場選手への激励並び

課

に補助を行い、スポー

ス

ツ振興と競技力向上に

ポ

努めるとともに、全国

ー

大会等出場選手の

把握

ツ

に努めることができた

課

。

　平成29年度より

款

交付基準の改正をおこ

項

なっため、各種大会出

目

場選手に対して各種大

担

会出場選手激励事業の

当

交付基準を広

く周知し

係

ていく必要がある。
課

指

題

指標名称（単位）
実

導

績値 目標値

２８年度 ２

係

９年度 ３０年度 ３１年

1

度 ３年度

活動 交付人数

0

（人） 751 453 4



係

実施することが出来た

1

。また、刈谷市ホーム

0

タウンチームであるシ

7

ーホース三河及びトヨ

2

タ紡織陸上

部との協力により参加賞としてコラボＴシャツ等を作成し好評を得ることができ、市民の体力づくりと健康増進、生涯ス

ポーツの振興を図ることができた。

　参加者の安全面を第一に配慮した企画運営を実施し、引き続き参加者数に対応したコース変更の検討が必要である。ま

た、本市の特色をさらに生かし、参加者のニーズにあった本大会の方向性の検討が必要である。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３年度

活動 参加者数（人） 1,759 1,852 1,868 2,000 2,000
指標

 
指標

　県内の多くの自治体で、同様の市民マラソン大会が実施されている。
他市との 　（知立市・安城市・岡崎市・東浦町・大府市・高浜市・みよし市・犬山市など） 
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,949 2,014 1,985 2,046 合計 1,984,576 円
役務費 16,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 原材料費 396,576 円
負担金、補助及び

一般財源 1,949 2,014 1,985 2,046 交付金 1,572,000 

Ｄ

円

職員人件費　② 4,

　

689 3,877 4,

　

244 4,876

総事

　

業費（①＋②） 6,6

Ｏ

38 5,891 6,2

　

29 6,922

建
設
事

　

業

全体事業費（単位：

∧

千円） 0 ３０年度特定

　

財源名称

３０年度まで

　

の累積事業費 0

２年度

実

以降の事業費見込 0

　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ

１

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

年

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

度

概
　
要

総合計画
分野 教

（

育文化

基本施策 スポー

平

ツ
施策体系

施策の内容

成

スポーツ活動プログラ

３

ムの充実

目
　
　
　
的

　

０

マラソン競技者の拡大

年

及び市民のスポーツ

主

度

た
る
内
容

　年齢別男女

評

別の1.5、3、10

価

㎞のマラソンコ
競技の

）

参加意欲の増進を図り

刈

、体力づくりと ースと

谷

誰でも気軽に参加でき

市

るジョギングコ
健康増

事

進、生涯スポーツの振

務

興を図る。 ースを設定

事

し、市民マラソン大会

業

を開催する

位
置
づ
け

関

評

連計画 第2次・第3次

価

刈谷市スポーツマスタ

シ

ープラン 

根拠法令  

ー

対象者  対象者を限定

ト

せず 事業期間 昭和４８

（

年度 ～

実施方法 □直営

様

　□委託　□指定管理

式

　■補助・助成　□そ

１

の他

）

会計名 担当部 教

Ｂ
　
事
　
業
　

育

実
　
績

２８年度実績 ２

部

９年度実績 ３０年度実

一

績 ３１年度計画

　ウェ

般

ーブスタジアムを発着

会

　ウェーブスタジアム

計

を発着 　ウェーブスタ

か

ジアムを発着 　ウェー

き

ブスタジアムを発着
点

つ

に開催。1.5、3、

ば

10km、ジ 点に開催

た

。1.5、3、10k

マ

m、ジ 点に開催。1.

ラ

5、3、10km、ジ

ソ

点に開催。1.5、3

ン

、10km、ジ
ョギン

大

グ男女別、年齢別の9

会

部ョギング男女別、年

開

齢別の9部ョギング男

催

女別、年齢別の9部ョ

事

ギング男女別、年齢別

業

の9部
門で開催し、天

担

候に恵まれ1,7門で

当

開催し、天候に恵まれ

課

1,8門で開催し、天

ス

候に恵まれ1,8門で

ポ

開催し、2,000人

ー

の参加者
59人の参加

ツ

者であった。 52人の

課

参加者であった。 68

款

人の参加者であった。

項

を見込む。

　参加者に

目

対して当日の受付方法

担

などの事前周知を図る

当

ため、今大会から事前

係

案内等を送付したこと

指

により、受付業務を

成

導

果
例年以上に滞りなく



2

の一層の推進を図り、本市の将来を担う競技者の育成を図った。

　また、刈谷市と協働しながら、国際スポーツ大会等の誘致に向けた取組を行い、「みる・ささえるスポーツ」の普及に

努めた。

　本市における体育・スポーツ団体の中心的な組織として、継続した活動を行うため、安定した財源確保に努めていく必

要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３年度

活動 加盟人数（人） 12,076 11,983 11,966 13,000 13,000
指標

 
指標

公益財団法人・・・豊橋市・豊田市・小牧市・名古屋市・岡崎市
他市との ＮＰＯ法人・・・犬山市・安城市
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,550 4,550 4,550 8,550 合計 4,550,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 4,550,000 円

一般財源 4,550 4,550 4,550 8,550

職員人件費　② 7,815 7,754 8,487 6,579

総事業費（①＋②） 12,365 12,304 13,037 15,129

建
設
事
業

全体事業費（

Ｄ

単位：千円） 0 ３０年

　

度特定財源名称

３０年

　

度までの累積事業費 0

　

２年度以降の事業費見

Ｏ

込 0

　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

１

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

年

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

度

合計画
分野 教育文化

基

（

本施策 スポーツ
施策体

平

系
施策の内容 クラブ・

成

団体の育成

目
　
　
　
的

３

　市民の健全な心身の

０

発展に寄与することを

年

 

主
た
る
内
容

〇市民の

度

スポーツ活動の向上等

評

に関する調査
目的に活

価

動する刈谷市体育協会

）

に対し補助を 　研究
行

刈

い、本市における体育

谷

・スポーツ団体を統 〇

市

スポーツ団体の育成・

事

強化
括するとともに、

務

市民スポーツの普及振

事

興を 〇スポーツ団体へ

業

の情報提供
図る。 〇ス

評

ポーツ大会等の実施
〇

価

体育施設の充実等につ

シ

いての指導及び助言
〇

ー

その他目的の達成に必

ト

要な事業の実施

位
置
づ

（

け

関連計画 第2次・第

様

3次刈谷市スポーツマ

式

スタープラン

根拠法令

１

 

対象者 刈谷市体育協

）

会加盟団体 事業期間 昭

会

和３４年度 ～

実施方法

計

□直営　□委託　□指

名

定管理　■補助・助成

担

　□その他

当部 教育部

一般会

Ｂ
　
事

計

　
業
　
実
　
績

２８年度

刈

実績 ２９年度実績 ３０

谷

年度実績 ３１年度計画

市

・刈谷市長杯総合体育

体

大会、 ・刈谷市長杯総

育

合体育大会、 ・刈谷市

協

長杯総合体育大会、 ・

会

刈谷市体育協会創立6

補

0周年
　国民体育大会

助

選手壮行会の 　国民体

事

育大会選手壮行会の 　

業

国民体育大会選手壮行

担

会の 　記念事業及び刈

当

谷市長杯総
　開催等 　

課

開催等 　開催等 　合体

ス

育大会、国民体育大会

ポ

・各種国際大会等の誘

ー

致に向 ・各種国際スポ

ツ

ーツ大会等の ・各種国

課

際スポーツ大会等の 　

款

選手壮行会の開催等
　

項

けた取組 　誘致に向け

目

た取組 　誘致に向けた

担

取組 ・各種国際スポー

当

ツ大会等の
　誘致に向

係

けた取組

　各種事業を

指

実施し、市民スポーツ

導

の普及振興を図るとと

係

もに、スポーツ少年団

1

への補助やスポーツ振

0

興事業開設補助に

成果

7

よりジュニア育成事業



指

位）
実績値 目標値

２８

導

年度 ２９年度 ３０年度

係

３１年度 ３年度

活動 加

1

盟人数（人） 1,60

0

9 1,690 1,69

7

0 1,750 1,75

2

0
指標

 
指標

【他市レクリエーション協会加盟状況】
他市との 名古屋市、豊橋市、一宮市、碧南市、西尾市、稲沢市、日進市、岩倉市、豊明市、北名古屋市、清須市、長
比較検証 久手市、あま市、弥富市

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,920 1,920 1,920 1,920 合計 1,920,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 1,920,000 円

一般財源 1,920 1,920 1,920 1,920

職員人件費　② 5,471 5,428 5,401 5,031

総事業費（①＋②） 7,391 7,348 7,321 6,951

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　

１

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 ス

平

ポーツ
施策体系

施策の

成

内容 クラブ・団体の育

３

成

目
　
　
　
的

　刈谷市

０

レクリエーション協会

年

に対し補助を 

主
た
る

度

内
容

　市内のスポーツ

評

・レクリエーション団

価

体を 
行い、市民の健

）

康と文化の向上並びに

刈

健全な 束ね、各団体の

谷

指導育成、各種大会の

市

開催及
スポーツ・レク

事

リエーション活動の実

務

施、普 び指導者養成な

事

どの事業を実施する。

業

及を図る。

位
置
づ
け

関

評

連計画 第2次・第3次

価

刈谷市スポーツマスタ

シ

ープラン

根拠法令  

対

ー

象者 刈谷市レクリエー

ト

ション協会加盟団体 事

（

業期間 昭和２２年度 ～

様

実施方法 □直営　□委

式

託　□指定管理　■補

１

助・助成　□その他

）

会計名 担当部 教育

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

部

２８年度実績 ２９年度

一

実績 ３０年度実績 ３１

般

年度計画

・刈谷市民盆

会

踊り大会をはじ ・刈谷

計

市民盆踊り大会をはじ

刈

・刈谷市民盆踊り大会

谷

をはじ ・刈谷市民盆踊

市

り大会をはじ
　めとす

レ

る協会主催事業の実 　

ク

めとする協会主催事業

リ

の実 　めとする協会主

エ

催事業の実 　めとする

ー

協会主催事業の実
　施

シ

　施 　施 　施
・加盟団

ョ

体委託事業の実施 ・加

ン

盟団体委託事業の実施

協

・加盟団体委託事業の

会

実施 ・加盟団体委託事

補

業の実施

　市民の健康

助

と文化向上を図るため

事

、各種スポーツ・レク

業

リエーション活動を実

担

施するとともに、加盟

当

団体の支援・育成

成果

課

に努め、更なる生涯学

ス

習活動の振興が図られ

ポ

た。

　市内のスポーツ

ー

・レクリエーションの

ツ

更なる普及・振興を図

課

るため、協会所属団体

款

が主体性を持って継続

項

的、組織的に

活動でき

目

る仕組みと次代を担う

担

レクリエーションリー

当

ダーの養成が必要であ

係

る。
課題

指標名称（単



業

　　　　　　直営　　

務

　知立市、碧南市、高

係

浜市 
比較検証

10 7 3

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 252,795 262,606 259,013 274,354 合計 259,012,834 円
需用費 59,854,465 円

財
　
源

特定財源 55,730 60,215 59,867 52,621 役務費 1,143,571 円
委託料 193,401,440 円

一般財源 197,065 202,391 199,146 221,733 使用料及び賃借料
4,613,358 円

職員人件費　② 4,298 3,893 4,244 4,257

総事業費（①＋②） 257,093 266,499 263,257 278,611

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0 使用料及び手数料
財産収入

２年度以降の事業費見込 0 諸収入

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　

１

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 ス

平

ポーツ
施策体系

施策の

成

内容 スポーツ施設の整

３

備・充実・開放

目
　
　

０

　
的

　ウィングアリー

年

ナ刈谷、ウェーブスタ

度

ジア

主
た
る
内
容

○体育

評

施設の管理、運営
ム刈

価

谷及びグリーングラウ

）

ンド刈谷の管理及 ○体

刈

育施設の利用受付
び運

谷

営を指定管理者に行わ

市

せることにより住 ○自

事

主事業の開催
民サービ

務

スの向上と経費削減を

事

図る。

位
置
づ
け

関連計

業

画 第2次・第3次刈谷

評

市スポーツマスタープ

価

ラン

根拠法令 地方自治

シ

法、刈谷市体育施設条

ー

例

対象者 施設利用者 事

ト

業期間 平成１９年度 ～

（

実施方法 ■直営　□委

様

託　■指定管理　□補

式

助・助成　□その他

１）

会計名 担当部 教

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

育

２８年度実績 ２９年度

部

実績 ３０年度実績 ３１

一

年度計画

・指定管理者

般

による管理運営 ・指定

会

管理者による管理運営

計

・指定管理者による管

ウ

理運営 ・指定管理者に

ィ

よる管理運営

　効率的

ン

な管理運営が行われて

グ

いる。民間のノウハウ

ア

を生かした各種事業が

リ

実施された。

成果
　毎

ー

年、安定して多くの利

ナ

用がある。

　自主事業

刈

の教室の参加者数も毎

谷

年増加している。

　1

等

1年が経過し、今後の

施

施設の維持管理計画を

設

考えていく必要がある

管

。

課題

指標名称（単位

理

）
実績値 目標値

２８年

事

度 ２９年度 ３０年度 ３

業

１年度 ３年度

成果 各種

担

施設が整い、文化やス

当

ポーツ、学習活動など

課

に 77.8 ― 77.0

ス

79.0 80.0
指標

ポ

取り組みやすいと思う

ー

市民の割合（％）
成果

ツ

週1回以上スポーツを

課

している市民の割合（

款

％） 44.6 ― 38.

項

8 50.0 50.0
指

目

標
他市の施設管理、指

担

定管理　安城市、豊田

当

市、西尾市、岡崎市、

係

みよし市
他市との 　　



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 142,091 144,523 146,499 159,666 合計 146,498,831 円
需用費 3,611,747 円

財
　
源

特定財源 34,473 35,084 35,942 34,353 役務費 301,511 円
委託料 142,584,973 円

一般財源 107,618 109,439 110,557 125,313 使用料及び賃借料 600 円

職員人件費　② 3,517 3,877 3,858 3,870

総事業費（①＋②） 145,608 148,400 150,357 163,536

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0 使用料及び手数料
財産収入

２年度以降の事業費見込 0 諸収入

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

１

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 教育文化

基本

（

施策 スポーツ
施策体系

平

施策の内容 スポーツ施

成

設の整備・充実・開放

３

目
　
　
　
的

　刈谷市内

０

の体育施設(刈谷市体

年

育館他7施設)

主
た
る

度

内
容

○体育施設の管理

評

、運営
の施設管理及び

価

運営を指定管理者に行

）

わせる ○体育施設の利

刈

用受付
など効率的に行

谷

い、円滑な管理運営を

市

図る。

位
置
づ
け

関連計

事

画 第2次・第3次刈谷

務

市スポーツマスタープ

事

ラン

根拠法令 地方自治

業

法、刈谷市体育施設条

評

例

対象者 施設利用者 事

価

業期間 平成１９年度 ～

シ

実施方法 ■直営　■委

ー

託　■指定管理　□補

ト

助・助成　□その他

（様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

当

２８年度実績 ２９年度

部

実績 ３０年度実績 ３１

教

年度計画

・指定管理者

育

及び直営による ・指定

部

管理者及び直営による

一

・指定管理者及び直営

般

による ・指定管理者及

会

び直営による
　管理運

計

営 　管理運営 　管理運

体

営 　管理運営

　指定管

育

理を行っている施設の

館

経費節減が図られた。

等

成果
　毎年、安定して

施

多くの利用がある。

・

設

指定管理範囲外の施設

管

の、より円滑な管理運

理

営方法の検討

・体育館

事

の施設維持老朽化対策

業

課題

指標名称（単位）

担

実績値 目標値

２８年度

当

２９年度 ３０年度 ３１

課

年度 ３年度

成果 各種施

ス

設が整い、文化やスポ

ポ

ーツ、学習活動などに

ー

77.8 ― 77.0 7

ツ

9.0 80.0
指標 取

課

り組みやすいと思う市

款

民の割合（％）
成果 週

項

1回以上スポーツをし

目

ている市民の割合（％

担

） 44.6 ― 38.8

当

50.0 50.0
指標

係

他市の状況、指定管理

業

　豊田市、西尾市、岡

務

崎市、みよし市
他市と

係

の 　　　　　　直営　

1

　　安城市、知立市、

0

碧南市、高浜市
比較検

7

証

3



市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 20,689 15,055 14,099 14,521 合計 14,098,641 円
報償費 11,760,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 860,241 円
委託料 1,478,400 円

一般財源 20,689 15,055 14,099 14,521

職員人件費　② 3,126 3,102 3,086 4,334

総事業費（①＋②） 23,815 18,157 17,185 18,855

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

１

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 教育文化

基本施

（

策 スポーツ
施策体系

施

平

策の内容 スポーツ施設

成

の整備・充実・開放

目

３

　
　
　
的

　学校教育に

０

支障のない範囲で、小

年

中学校の

主
た
る
内
容

○

度

各小中学校開放運営委

評

員会及び管理指導員
体

価

育施設を地域住民のス

）

ポーツ活動の利用に 　

刈

による施設開放の実施

谷

供し、市民の健康の保

市

持増進と体力の向上を

事

○学校開放施設の修繕

務

図る。 ○競技用備品の

事

購入

位
置
づ
け

関連計画

業

第2次・第3次刈谷市

評

スポーツマスタープラ

価

ン

根拠法令 刈谷市立小

シ

中学校体育施設等のス

ー

ポーツ開放に関する規

ト

則

対象者 市民 事業期間

（

昭和５２年度 ～

実施方

様

法 ■直営　■委託　□

式

指定管理　□補助・助

１

成　□その他

）

会計名 担当部 教

Ｂ
　

育

事
　
業
　
実
　
績

２８年

部

度実績 ２９年度実績 ３

一

０年度実績 ３１年度計

般

画

・利用件数 　 9

会

,745件 ・利用件数

計

　 9,797件 ・利

学

用件数　 9,251

校

件 ・利用件数　10,

開

000件
・利用人数　

放

207,263人 ・利

事

用人数　210,42

務

8人 ・利用人数　18

費

3,048人 ・利用人

事

数　210,600人

業

　多くの市民にスポー

担

ツ活動の場を提供する

当

ことができ、一市民一

課

スポーツの推進が図ら

ス

れたとともに、市民の

ポ

健康の保

成果
持増進と

ー

体力の向上に寄与する

ツ

ことができた。

・施設

課

利用の効率化や各学校

款

の開放運営委員会事務

項

担当者の負担の軽減等

目

を図るための、学校ス

担

ポーツ開放のあるべき

当

姿

　や実施方法等の見

係

直し、検討
課題

指標名

業

称（単位）
実績値 目標

務

値

２８年度 ２９年度 ３

係

０年度 ３１年度 ３年度

1

活動  学校スポーツ開

0

放登録人数（人） 10

7

,572 10,068

3

9,089 9,500 9,600
指標

指標

他



44.6 ― 38.8 50.0 50.0
指標

体育館施設　安城市2棟（Ｓ54、Ｈ12）、碧南市1棟（Ｈ7)、知立市1棟（Ｓ57)、高浜市1棟、西尾市5棟（Ｓ
他市との 54、Ｓ59、Ｈ4、Ｈ5、Ｈ21)
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３０年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 41,609 119,906 2,676 30,600 合計 2,676,240 円
需用費 395,280 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 2,280,960 円

一般財源 41,609 119,906 2,676 30,600

職員人件費　② 2,735 2,326 1,929 2,322

総事業費（①＋②） 44,344 122,232 4,605 32,922

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

１

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 教育文化

基本施

（

策 スポーツ
施策体系

施

平

策の内容 スポーツ施設

成

の整備・充実・開放

目

３

　
　
　
的

体育施設の円

０

滑な管理運営を図る。

年

主
た
る
内
容

○体育施設

度

及び設備の改修工事

位

評

置
づ
け

関連計画

根拠法

価

令

対象者 事業期間 平成

）

２８年度 ～

実施方法 ■

刈

直営　□委託　□指定

谷

管理　□補助・助成　

市

□その他

事務事業評価シー

Ｂ
　
事
　

ト

業
　
実
　
績

２８年度実

（

績 ２９年度実績 ３０年

様

度実績 ３１年度計画

・

式

自家発電ラジエーター

１

取替 ・吊物設備取替修

）

繕 ・港町グラウンド看

会

板修繕 ・リモート装置

計

更新工事
　修繕 ・消火

名

設備取替修繕 ・キッズ

担

ルーム床改修工事 ・空

当

調用ダクト等更新工事

部

・冷温水発生機用冷却

教

水ポン ・外壁改修等工

育

事 ・電話交換機更新工

部

事
　プ取替修繕 ・空調

一

設備更新工事 ・住吉テ

般

ニスコートフェンス
・

会

冷温水ポンプ取替修繕

計

・弓道場安土改修工事

体

　改修工事
・受変電設

育

備改修工事 ・球場外野

館

クッションフェン ・井

施

ケ谷グラウンド防球ネ

設

ッ
・水冷チラー更新工

改

事 　ス改修工事 　ト設

修

置工事
・中央監視装置

事

更新工事 ・電灯変圧器

業

取替工事
・便所排気フ

担

ァン取替工事

　計画通

当

りに改修できた。

成果

課

　施設の老朽化による

ス

突発的な修繕への対応

ポ

も行うことができた。

ー

　施設の老朽化により

ツ

、予期しない修繕等も

課

考えられるため、日頃

款

の点検を強化した上で

項

維持管理計画を考える

目

必要があ

る。
課題

指標

担

名称（単位）
実績値 目

当

標値

２８年度 ２９年度

係

３０年度 ３１年度 ３年

業

度

成果 各種施設が整い

務

スポーツ活動などに取

係

り組みやすい 77.8

1

― 77.0 79.0 8

0

0.0
指標 と思う市民

7

の割合（％）
活動 週1

3

回以上スポーツをしている市民の割合（％）



ばたマラソン等市主 ・かきつばたマラソン等市主
　催事業への協力 　催事業への協力 　催事業への協力 　催事業への協力
・定例会等の開催 ・定例会等の開催 ・定例会等の開催 ・定例会等の開催

　地域のスポーツコーディネーターとして、一市民一スポーツの推進に寄与することができた。

成果
　支部会及び部会、企画委員会をそれぞれ毎月1回定例で開催することにより、スポーツ推進委員間の情報共有や交流促

進、連携強化等が図られ、事業等を円滑に実施することが出来た。

・スポーツ推進委員の資質の向上と技能の習得

・人口等に比した適切な人数の確保及び推進委員の高齢化への対策
課題

・委員の選定方法や報酬額についての検討

指標名称（単位）
実績値 目標値

２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３年度

成果 週1回以上スポーツをしている市民の割合（％） 44.6 ― 38.8 50.0 50.0
指標

 
指標

近隣市の推進委員の数及び委員1人あたりの人口（愛知県調査「平成29年度生涯スポーツの実態」より）
他市との 　刈谷市50人／3,012人　
比較検証 　碧南市30人／2,425人　安城市55人／3,431人　知立市29人／2,475人　高浜市25人／1,932人

　岡崎市118人／3,279人 西尾市57人／3,016人　豊田市157人／2,717人

Ｄ
　
　
　
Ｏ

Ｃ
　

　

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

　

位：千円
２８年度 ２９

∧

年度 ３０年度 ３１年度

　

３０年度

（決算） （決

　

算） （決算） （予算）

実

事業費内訳

事業費　①

　

1,227 566 71

　

9 575 合計 719,

施

103 円
旅費 181

　

,680 円

財
　
源

特

　

定財源 0 0 0 0 需用費

∨

275,403 円
役務費 82,050 円

一般財源 1,227 566 719 575 委託料 5,670 円
負担金、補助及び

職員人件費　② 2,345 2,326 2,700 3,096 交付金 174,300 円

総事業費（①＋②） 3,572 2,892 3,419 3,671

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ３０年度特定財源名称

３０年度までの累積事業費 0

２年度以降の事業費見込 0

平成３

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

１

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 教育文化

基本

（

施策 スポーツ
施策体系

平

施策の内容 スポーツ指

成

導者の育成

目
　
　
　
的

３

　地域のスポーツ推進

０

のために活動するスポ

年

主
た
る
内
容

○自主事業

度

の開催
ーツ推進委員の

評

支援を行う。 ○啓発冊

価

子の発行
○市民の要望

）

に応じた実技指導の実

刈

施
○学校、公民館等の

谷

教育機関その他行政機

市

関
　が行うスポーツ行

事

事又は事業への協力
○

務

定例会議の開催
○研修

事

会等への参加

位
置
づ
け

業

関連計画 第2次・第3

評

次刈谷市スポーツマス

価

タープラン

根拠法令 ス

シ

ポーツ基本法、刈谷市

ー

スポーツ推進委員に関

ト

する規則

対象者 市民、

（

スポーツ推進委員 事業

様

期間 昭和３７年度 ～

実

式

施方法 ■直営　□委託

１

　□指定管理　□補助

）

・助成　□その他

会計名 担当部 教育部

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

一

８年度実績 ２９年度実

般

績 ３０年度実績 ３１年

会

度計画

・自主事業の開

計

催 ・自主事業の開催 ・

ス

自主事業の開催 ・自主

ポ

事業の開催
　スポーツ

ー

ふれあいｄａｙ　 　ス

ツ

ポーツふれあいｄａｙ

推

　 　スポーツふれあい

進

ｄａｙ　 　スポーツふ

委

れあいｄａｙ　
　ＧＯ

員

ＧＯウォーキング 　Ｇ

事

ＯＧＯウォーキング 　

業

ＧＯＧＯウォーキング

担

　ＧＯＧＯウォーキン

当

グ
　ノルディック・ウ

課

ォークス 　ノルディッ

ス

ク・ウォークス 　ノル

ポ

ディック・ウォークス

ー

　ノルディック・ウォ

ツ

ークス
　テーション 　

課

テーション 　テーショ

款

ン 　テーション
・啓発

項

冊子の発行　4回 ・啓

目

発冊子の発行　4回 ・

担

啓発冊子の発行　4回

当

・啓発冊子の発行
・地

係

域への推進員派遣　3

普

5回 ・地域への推進員

及

派遣　28回 ・地域へ

係

の推進員派遣　35回

1

・地域への推進員派遣

0

・かきつばたマラソン

7

等市主 ・かきつばたマ

2

ラソン等市主 ・かきつ


